


先進国であっても、麻しんにかかった人は
1,000人に1人の割合で死亡する
可能性があります。

麻しんは感染力が強い病気です。免疫を持たない
妊婦が麻しんにかかると流産や早産になること
があります。妊娠中は麻しん風しん混合ワクチン、
麻しんワクチンの接種はできないため、周りの人
がワクチンを接種して妊婦を守りましょう。



特に妊娠20週頃までの女性が
風しんウイルスに感染すると、胎児も

風しんウイルスに感染し、目、耳、心臓などに
先天性の病気をもつ可能性があります。
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